[Book reviews] IINO Reiko: Japanese Language Teacher Development: Examining Changes in Educational Perspectives Through Life Stories by パシュカ ロマン
  ― 1 ―  
 
書 評 ページ上部に印刷業者が飾りを入れるのでこの 2 行の余白をカットしないこと 
 
飯野令子著 
日本語教師の成長 
ライフストーリーからみる 
教育実践の立場の変化 
ココ出版、2017 年発行、278p. 
ISBN：978-4-904-59595-4 
パシュカ ロマン 
1．本書の目的と構成 
本書は、著者の飯野令子氏が 2012 年に早稲田大学大学院日本語教育研究科へ提出し、
博士の学位を授与された学位論文に加筆・修正を加えて刊行されたものである。本書の目
的は、5 名の日本語教師のライフストーリーから教師の成長を、教育実践の立場間の移動
を視野に入れて議論した上で、再概念化することである。 
本稿では、まず本書の概要を述べた上で、本書の示す日本語教育における意義と課題に
ついて論じる。 
2．本書の概要 
2.1 移動する教師 
本書は、6 章から構成されている。第 1 章は、本書の研究課題を設定するために研究の
背景と問題の所在を述べた章である。飯野氏は日本語教育の分野で行われてきた「教師の
成長」に関する研究を概観し、批判的に分析する。「教師の成長」概念の普及に大きな影響
を与えた岡崎・岡崎（1997）を取り上げ、教師個人の内省にもとづく認識の変容が「教師
の成長」と同義に捉えられ、「成長する教師」は内省や「自己教育力」などの能力を持つと
されてきたことを指摘する。しかし、すべての日本語教師が空間的に移動する可能性を持
ち、移動することによって同僚、学習者、教材など、教師を取り巻く環境が常に変化して
おり、教師たちは異なる立場の教育実践に接触している。そのような状況の中で、教師が
振り返る教育実践の内容や教育観の内実等も多様になり「教師の成長」が一概には語れな
いと飯野氏は批判する。「教師の成長」は、個人の内面の問題のみとして解釈するのではな
く、教師の移動とともに捉え直すことが不可欠なことであると主張する。つまり、「教師の
成長」概念について議論していくために、教師を取り巻く環境や実践関係者との対話によっ
て起こる関係性全体の変容の枠で捉えることが必要であり、飯野氏は、「教師の成長」を教
書評の右ページ上部飾りは、 
「書評」の文字のみ右寄せで入れる。
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育実践の発展と同時に社会的な関係性の中で起こるものとして捉え直し、教育実践の立場
間の移動も視野に入れて再概念化することが本書の目的であると述べている。 
2.2 成長を捉えるための新しい視点 
第 2 章は、本書の研究の視座を明らかにするための、日本語教師の成長に関する先行研
究のレビューである。飯野氏はまず日本語教育実践の立場の背景にある学習観と教師の成
長の捉え方との関係について述べ、その立場を大きく 3 つに分ける。第一の立場は、行動
主義心理学に基づいたものであるとし、その中で「教師の成長」が「自己点検能力」や「自
己研修」などをキーワードに、ある知識、資質、能力を獲得していくプロセスとして描か
れてきた。第二の立場は認知心理学の考え方に基づき、この立場における「教師の成長」
概念は教師自身が自分の実践を振り返り、内省し、自らの教育観を再構成しながら必要な
技能や知識を体得していく過程と考えられてきた。飯野氏はこの枠組内にある教師の成長
に関する研究には、成長過程の研究、成長要因の研究、成長を促す方法の研究、教育観の
変容の内容を捉える研究があると述べ、それらのすべてを概観する。 
本書の研究の視座となる第三の立場の学習観は社会文化的アプローチに基づいており、
飯野氏はこの立場における日本語教育実践の特徴を社会的構成主義とともに把握すること
を試みる。第三の立場にある教師の成長の研究に、教師個人の内面の変化を捉えたものと、
教師と学習者の関係性の変化を捉えたものがあると述べられ、その大きな問題の一つとし
て一つの教育実践内での変化を捉えるのみであることが指摘されている。それに対して、
飯野氏は教師の成長を考えるための新しい視点として移動との関係を提案し、その背景と
して教師が関わる実践コミュニティについても議論する必要性を論じている。 
2.3 ライフストーリー研究法 
第 3 章では、ライフストーリー研究法の必然性、その背景や具体的な手続き、それから
分析の視点や記述方法について詳細に述べられている。また、調査協力者の 5 名の日本語
教師の略歴やインタビュー実施の概要も説明されている。飯野氏は予め自分自身も日本語
教師であると立ち位置を明らかにし、語り手のライフストーリーは聞き手との相互行為に
よってインタビューの場で生成されたものであると捉え、ライフストーリーそのものに着
目することによって語り手（日本語教師）の「物語世界」を理解するだけでなく、日本語
教育の未来に志向した解釈を行うことを主張する。 
2.4 日本語教師のライフストーリー 
第 4 章では、調査協力者である I、S、Y、N、O の 5 名の日本語教師のライフストーリー
とその分析が記述されている。5 名の教師全員が移動し、教育実践の立場を複数回変更さ
せている。飯野氏は、上述したように自分自身の日本語教師としての立ち位置を明らかに
した上で 5 名の「物語世界」をまとめる段階で個々人のライフストーリーをリアルに描き、
それを支えるためにインタビューの場で共構築されたストーリーから語り手と聞き手、両
方の発言を引用し、厚い記述をしている。そうすることによって 5 名の教師の肉声が教育
実践の現場から上がり、現場に届くことになる。 
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2.5 日本語教師のアイデンティティ交渉 
第 5 章では、5 名の日本語教師のライフストーリの横断的な考察について記述されてい
る。飯野氏は、個々の教師の「物語世界」を分析する過程で初期の教育実践の立場から出
発し、教師の移動、教育実践の立場の変化、実践コミュニティの変容、他者との相互作用・
対話といった項目に着目し丁寧に考察していく。上述したように第三の立場、社会文化的
アプローチを援用し、日本語教師のアイデンティティは日本語教育コミュニティとの関係
性によって交渉されるものであるという結論に至る。教師たちが自らの教育実践のアイデ
ンティティを意識化することが実践コミュニティを意識することにもつながり、そのコ
ミュニティとの関係性から日本語教師としてのアイデンティティの交渉を行っていると述
べられている。 
本章では、5 名の教師のライフストーリーとその考察に基づいて、「教師の成長」概念の
定義や日本語教育の発展にも言及している。 
教師の教育実践のアイデンティティと日本語教師としてのアイデンティティも、交渉
によって常に見直される。したがって、教師の教育実践のアイデンティティにもとづ
く日本語教師としてのアイデンティティの交渉は、教師の教育実践のみならず、日本
語教育の発展とも結びつく、教師個人にとどまらない成長をもたらすものである。
（p. 244） 
2.6 「教師の成長」の再概念化 
第 6 章では、5 名の日本語教師のライフストーリーの考察から見えてきた「教師の成長」
の再概念化、その再概念化の意義、そして今後の展望と課題について述べられている。 
飯野氏はまず日本語教師の成長モデルを図で示し、それが静態的なものでなく、動態的
なものであると提案する。教育実践のアイデンティティを交渉することがその実践の見直
しにつながり、それが日本語教師としてのアイデンティティの変容になり、それがさらに
教育実践の設計や内容を変容させていくという、螺旋型に常に動くダイナミックな過程で
あると提唱されている。 
日本語教師の成長については、飯野氏は「教育実践のアイデンティティにもとづく日本
語教師としてのアイデンティティの交渉過程」と再定義し、それが教師個人にとどまらず
教育実践の発展および日本語教育全体の発展にも貢献する教師の成長の再概念化であるこ
とを明らかにする。 
本研究の意義については次のようなことが述べられている。飯野氏はまず、これまでの
日本語教育が言語項目、教授法、練習方法などといった知識アイテムを習得すること自体
が教師の専門性であるとし、「教師のトレーニング」や「教師の成長」を教授技能の体得や
適切な使用であるとしてきたことを指摘する。それに対して、5 名の日本語教師は移動す
る中で、未知の異なる教育実践と接することによって他者と対話しながら、実践コミュニ
ティの中で日本語教師としてのアイデンティティを交渉し、それが「真の対話となり、日
本語教育の規範やパラダイムを壊していくきっかけが生まれ、そこに新しいものが生み出
されていくと考えられる」（p. 257）と提唱する。言い換えれば、一人の教師が自らのアイ
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デンティティを交渉し成長すること、それが実践コミュニティ、そして日本語教育全体の
発展にもつながる、という意味であると捉えられる。 
3．本書の意義と課題 
3.1 現場の肉声 
本節では、本書の意義と課題について述べる。まず、本書のライフストーリー研究への
新しいアプローチを評価したい。飯野氏も述べているように、本研究のライフストーリー・
インタビューは教師研修として行われたのではなく、インタビューの場で聞き手と語り手
の相互行為によって、語り手も意識していなかった経験の新たな意味づけやそのし直し、
そして語り手の日本語教師としての自分自身の位置づけやそのし直しが行われたインタ
ビューであった。このように、飯野氏は自身の構えを明らかにし、自身の研究と方法論の
関係性を自覚的に論じている。これは、質的研究を行っている研究者に求められているス
タンスであり、このようなインタビューへのアプローチが、日本語教育における今後のラ
イフストーリー研究にも示唆をもたらすと思われる。 
関連する意義を述べると、5 名の日本語教師のライフストーリーを丁寧に聞き、分析し、
考察するプロセスの中で飯野氏は日本語教育現場の生の声を拾得し、本書という拡声器の
ような媒介物でその声を何倍にも大きくして日本語教育の実践の現場に届けてくれる。そ
して、これまでヴォイスレスだった 5 名の日本語教師がこのように三次元的にリアルに浮
かび上がり、個々人、そして自らの教育実践の存在感を増すことにその意義がある。5 名
の肉声は、各々のライフストーリーだけでなく、日本語教育のすべての実践現場、そして
すべての日本語教師のストーリーを生成していき、5 名の成長過程が日本語教育の成長過
程になっていくと論じている飯野氏の主張は説得力があるし、その意味で本書は日本語教
育全体に対して大きな意味を持っていると言えるだろう。 
3.2 日本語教師の成長モデル 
一方、本書にもいくつかの課題が残されていると感じられる。飯野氏は日本、ヨーロッ
パ、アジアを空間的に移動し、異なる教育実践の立場に接した 5 名の日本語教師の語りを
聞いて考察したが、その 5 名に共通しているのは全員日本語母語話者であることである。
5 名のライフストーリーにもとづいて「教師の成長」概念の再定義をすること自体に意義
があるが、より緻密な、より深い、より示唆に富んだ再概念化をするために非母語話者の
日本語教師のライフストーリーを聞くのも必要不可欠なことではないだろうか。本書でコ
ミュニティとの対話の中でアイデンティティの交渉として説明されている「教師の成長」
概念は、非母語話者の日本語教師のライフストーリーの考察によって修正されたり加筆さ
れたりするに違いない。しかしこれは、飯野氏自身の課題というよりも、日本語教育全般
の課題であるかもしれない。 
本書の 247 頁に図として示される日本語教師の成長モデルにも課題がある。5 名の語り
から浮かび上がってきたモデルとしてある程度説得力はあるが、はたしてそのような図を
作ることに意味があるのだろうか。本書の、100 ページ以上にも及ぶ第 4 章で厚く記述さ
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れている日本語教師のライフストーリーとその考察を簡略化した図として提示することで、
個々の教師の「物語世界」が単純化されるという印象を受ける。人のライフを表のマスに
入れ込んで、マスとマスを真っ直ぐな矢印でつなぐことがそもそも可能だろうか。さらに、
5 名のライフストーリーから見えてきたものを一つの図にまとめることで、それぞれのラ
イフコースや成長が同じパターンや同じ時間軸に従うようにも見え、きれいに且つスト
レートに初期の教育実践から実践の立場の意識化等を経てそのまま実践の発展につながる
ようにも捉えられる。しかし、それは非現実的である。日本語教師のライフの線はきれい
でもストレートでもなく、非常に複雑なものであるし、途中で脱線したり逆戻りしたりす
ることもあり得る。この複雑さは第 4 章の記述から十分に伝わってくるが、成長モデルの
図からは読み取れないと感じられる。 
4．最後に 
私自身も、日本語教師である。今まで移動してきた、そしてこれからも移動するであろ
う日本語教師である。ルーマニアでは大学、日本語教師会、日本語サマーキャンプなどと
いった実践の場の間を移動し、その後ルーマニアと日本の間を移動した。現在、日本語教
育の実践に直接に携わっておらず日本研究関連や英語の科目だけを担当しているのだが、
日本語教師であることには変わりがないと感じている。日本語教師でもあり続けている。
しかし、なぜそのように感じているのだろうか。今までの経験を振り返ってみて、自分の
教育実践、学習者との関係性、自分の教育観、自分の研究観など、なぜ変容したと感じて
いるのだろうか。その変容が、成長したということを意味しているのだろうか。その答え
の一部が、本書の中にあるかもしれない。 
実は、私自身にとって本書は飯野氏が提供してくれる、ある種の鏡でもある。移動する
者として、日本語教師としての私がこの鏡に映っている。自分自身の教育実践の立場の変
化、そして日本語教育コミュニティとの関わりやその中で起きているアイデンティティ交
渉の過程を理解するために、この鏡を真剣に、そして必然的に、見なければならない。こ
れが、本書の一番大きなメリット、意義であると思われる。 
そして、よく見ると、この鏡に映っているのは私だけではない。鏡の中の画像をスマホ
の画面にある写真と同じ動作でピンチして拡大すると、私と一緒に、今まで会ってきた学
習者全員と、これまで所属したすべての機関や実践コミュニティも映っていることが分か
る。さらにズームインすると、そこにすべての日本語教師、すべての日本語教育実践、つ
まり日本語教育全体も明瞭に映っている。これこそが、飯野氏が言及した日本語教育の未
来に志向した解釈であると感じられる。 
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